
第
11
回
ア
ジ
ア
芸
術
祭
中

国
の
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区

の
オ
ル
ド
ス
市
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
ア
ジ
ア
芸
術
祭

は
中
国
文
化
省
の
主
催
に

よ
り
、年
に
1
回
、
開
催
さ

れ
る
地
域
的
な
国
際
芸
術

祭
。　

今
年
ア
ジ
ア
芸
術

祭
は
８
月
１
８
日
か
ら
９

日
間
に
わ
た
り
内
蒙
古
自

治
区
の
オ
ル
ド
ス
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
開
催
期
間

中
、
ア
ジ
ア
各
国
か
ら
集

ま
っ
た
芸
術
団
３
５
組
、

合
わ
せ
て
２
５
０
０
人
の

芸
術
家
が
パ
レ
ー
ド
や
演

劇
な
ど
多
種
多
彩
な
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
ま

し
た
。
 
ア
ジ
ア
芸
術
祭

が
中
国
西
部
の
少
数
民
族

地
域
で
開
催
す
る
こ
と
は

こ
れ
が
初
め
て
で
す
。
 

ア
ジ
ア
芸
術
祭
は
１
９
８

９
年
の
初
開
催
か
ら
０
９

年
ま
で
す
で
に
10
回
開
か

れ
て
い
る
。
今
回
の
芸
術

祭
は
「
吉
祥
の
草
原
、
ア

ジ
ア
へ
の
祝
福
」
と
テ
ー

マ
と
し
、
期
間
中
、
ア
ジ

ア
文
化
相
円
卓
会
議
や
第

1
回
中
国
少
数
民
族
無
形

文
化
遺
産
発
表
会
、
「
世

界
は
一
つ
の
大
家
族
」
と

題
し
た
第
4
回
在
中
国
大

使
館
芸
術
品
展
、
蒙
古
族

の
伝
統
的
な
行
事
ナ
ダ
ム

大
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
 
ア
ジ
ア
地
域
の
文

化
協
力
の
強
化
を
は
か
る

ア
ジ
ア
文
化
相
円
卓
会
議

に
中
国
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、

日
本
、
パ
キ
ス
タ
ン
な
ど

ア
ジ
ア
１
６
カ
国
の
文
化

相
と
代
表
が
参
加
し
て
、

現
在
の
金
融
危
機
の
下

で
、
ア
ジ
ア
各
国
の
文
化

発
展
が
直
面
し
て
い
る
課

題
、
チ
ャ
ン
ス
、
及
び
対

応
措
置
な
ど
関
連
議
題
を

討
議
す
る
と
共
に
、
各
国

の
文
化
相
の
発
言
を
整
理

し
た
「
オ
ル
ド
ス
提
議
」

に
調
印
し
ま
し
た
。
 
第

11
回
ア
ジ
ア
芸
術
祭
の
一

環
と
し
て
、
オ
ル
ド
ス
ナ

ダ
ム
祭
が
８
月
１
９
日
、

内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
チ

ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
陵
観
光

エ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
た
。

ナ
ダ
ム
と
は
、
モ
ン
ゴ
ル

民
族
の
言
葉
で
娯
楽
、
芸

能
の
意
味
で
す
。
蒙
古
族

の
民
衆
に
愛
さ
れ
て
き

た
、
伝
統
的
な
大
衆
の
祭

り
で
も
あ
る
。
古
代
や
近

代
の
ナ
ダ
ム
で
は
、
男
子

の
「
三
芸
」
と
さ
れ
る
モ

ン
ゴ
ル
相
撲
、
競
馬
、
弓

術
の
試
合
が
行
わ
れ
る
。

大
阪
内
モ
ン
ゴ
ル
協
会

は
、
１
９
８
４
年
吹
田
フ

フ
ホ
ト
会
と
し
て
発
足
、

２
０
０
８
年
に
大
阪
内
モ

ン
ゴ
ル
協
会
に
改
称
し
ま

し
た
。
元
々
は
中
国
領
事

と
当
協
会
の
代
表
で
あ

る
、
元
大
阪
府
議
会
議
員

倉
嶋
勲
と
の
交
流
か
ら
、

フ
フ
ホ
ト
市
を
訪
問
し
た

の
が
き
っ
か
け
で
、
友
好

団
体
と
し
て
活
動
を
し
て

き
ま
し
た
。
吹
田
南
小
学

校
と
蒙
古
族
学
校
と
の
友

好
姉
妹
校
、
大
阪
御
堂
筋

パ
レ
ー
ド
の
参
加
、
フ
フ

ホ
ト
市
政
府
招
待
の
交
流

会
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区

６
０
周
年
記
念
行
事
参

加
、
吹
田
市
ア
ジ
ア
ン
フ

ェ
ア
ー
の
参
加
等
の
活
動

を
通
じ
て
、
内
モ
ン
ゴ
ル

と
の
交
流
を
深
め
て
い
ま

す
。

　

今
後
は
孤
独
に
な
り
が

ち
な
内
モ
ン
ゴ
ル
出
身
の

留
学
生
、
社
会
人
と
会
に

賛
同
頂
い
た
日
本
の
方
々

と
の
交
流
を
積
極
的
に

行
っ
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

又
砂
漠
化
し
つ
つ
あ
る

大
草
原
を
守
る
べ
く
、
中

国
政
府
・
内
モ
ン
ゴ
ル
自

治
区
政
府
・
フ
フ
ホ
ト
市

政
府
と
協
調
し
な
が
ら
緑

地
化
運
動
を
広
げ
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
協
会
報
は
大
学
・

関
係
団
体
・
会
員
に
配
布

し
、
定
期
的
に
発
刊
を
予

定
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆

様
の
寄
稿
や
ご
意
見
を
頂

き
、
少
し
で
も
お
役
に
立

て
れ
ば
と
念
願
し
て
い
ま

す
。
■
大
阪
内
モ
ン
ゴ
ル

協
会　

内
田

　

第
11
回
ア
ジ
ア
芸
術
祭

第
11
回
ア
ジ
ア
芸
術
祭

内
モ
ン
ゴ
ル
・
オ
ル
ド
ス
市
で
開
催

内
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
の
報
告
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北
京
新
華
社
電
に
よ
る

と
、
「
外
国
人
中
国
永
久

居
留
審
査
認
可
管
理
弁
法

（
規
則
）
」
実
施
か
ら
こ

の
５
年
間
に
北
京
で
は
３

１
１
人
が
中
国
永
久
居
留

資
格
を
取
得
し
た
。
北
京

の
警
察
当
局
が
明
ら
か
に

し
た
。

　

北
京
市
公
安
局
出
入
国

（
域
）
管
理
処
の
許
傑
、

副
処
長
に
よ
る
と
、
２
０

０
４
年
に
国
務
院
が
同
弁

法
を
公
布
、
実
施
し
た
。

こ
の
５
年
間
に
同
管
理
処

は
３
５
カ
国
の
在
京
外
国

人
か
ら
３
７
１
件
の
申
請

を
受
理
し
た
。
公
安
省
の

審
査
を
経
て
、
こ
れ
ま
で

に
３
１
１
人
が
中
国
永
久

居
留
資
格
を
取
得
し
た
。

　

在
京
外
国
人
が
資
格
を

取
得
す
る
場
合
、
一
定
の

条
件
に
か
な
っ
て
い
る
こ

と
が
必
要
で
、
関
係
の
証

明
資
料
を
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
有
名
科
学

賞
の
受
賞
者
や
世
界
的
に

著
名
 
な
学
者
、企
業
家
、

ス
ポ
ー
ツ
選
手
、
文
化
、

芸
術
関
係
者
で
あ
れ
ば
、

世
界
的
影
響
力
や
重
要
な

価
値
の
あ
る
研
究
成
果
を

証
明
す
る
資
料
を
提
出
す

れ
ば
、
際
立
っ
た
貢
献
が

あ
っ
た
と
 
し
て
中
国
永

久
居
留
権
が
得
ら
れ
る
。

　

ま
た
中
国
公
民
ま
た
は

中
国
永
久
居
留
資
格
を
取

得
し
た
外
国
人
の
配
偶
者

が
永
久
居
留
資
格
を
申
請

す
る
場
合
、
夫
婦
関
係
が

丸
５
年
続
き
、
中
国
に
連

続
し
て
５
年
間
居
住
し
、

毎
年
少
な
く
と
も
９
カ
月

以
上
居
住
し
、
安
定
し
た

生
活
保
障
と
住
所
が
あ
れ

ば
、
申
請
で
き
る
。

　

北
京
で
永
久
居
留
資
格

を
得
た
３
１
１
人
の
外
国

人
の
う
ち
、
仕
事
の
関
係

で
取
得
し
た
人
が
３
９

人
、
際
立
っ
た
貢
献
が

あ
っ
た
人
が
３
７
人
、
親

族
と
一
緒
に
暮
ら
す
た
め

が
１
２
３
人
、
華
僑
か
ら

の
切
り
替
え
が
１
１
２
人

と
な
っ
て
い
る
。

　

永
久
居
留
資
格
を
取
得

し
た
外
国
人
は
出
入
国
に

際
し
て
ビ
ザ
の
手
続
き
が

必
要
な
く
、
居
留
証
明
書

類
の
更
新
手
続
き
も
必
要

な
い
。
「
外
国
人
永
久
居

留
証
」
は
合
法
的
居
留
の

身
分
証
明
書
と
し
て
も
使

用
で
き
る
。

　

人
口
増
加
が
進
む
中
国
内

陸
部
。
そ
の
奥
深
く
に
位

置
す
る
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治

区
に
は
、
ゴ
ビ
砂
漠
、
オ

ル
ド
ス
砂
漠
な
ど
広
大
な

砂
漠
が
広
が
っ
て
い
る
。

こ
こ
は
か
つ
て
、
森
と
草

原
の
豊
か
な
大
地
で
あ
っ

た
。
そ
れ
が
約
３
０
０
年

前
か
ら
砂
漠
化
が
進
み
、

ひ
い
て
は
貧
困
を
生
み
、

貧
困
ゆ
え
の
無
謀
な
農
法

が
ま
た
砂
漠
化
を
進
行
さ

せ
る
、
と
悪
循
環
を
生
ん

で
い
る
。
中
国
内
モ
ン
ゴ

ル
自
治
区
の
広
大
な
沙
漠

を
緑
化
し
よ
う
と
、
遠
大

な
理
想
を
掲
げ
行
動
を
起

こ
し
た
日
本
人
、
故
・
遠

山
正
瑛
農
学
博
士
（
山
梨

県
富
士
吉
田
市
出
身
、
鳥

取
大
学
名
誉
教
授
、
当
時

８
３
歳
）
の
お
陰
で
植
林

活
動
が
始
ま
り
、
多
く
熱

心
な
植
林
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

達
の
協
力
で
活
動
が
益
々

広
が
り
、
今
日
の
砂
漠
の

中
の
緑
地
帯
―
恩
格
貝
を

誕
生
さ
せ
ま
し
た
。
恩
格

貝
と
は
、モ
ン
ゴ
ル
語
で
、

平
安
、
吉
祥
と
言
う
意
味

で
す
。
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治

区
・
オ
ル
ド
ス
地
方
の
ク

ブ
チ
砂
漠
の
真
ん
中
に
位

置
し
て
い
ま
す
。
１
９
９

７
年
恩
格
貝
を
中
国
環
境

保
護
局
よ
り
国
家
生
態
建

設
模
範
地
区
と
認
定
さ

れ
、
日
本
を
は
じ
め
、
国

際
協
力
機
関
の
援
助
を
得

て
、
砂
漠
を
緑
化
し
た
。

現
在
は
、
恩
格
貝
に
緑
を

再
生
し
た
こ
と
が
そ
の
地

域
に
大
き
な
利
益
を
も
た

ら
し
て
、
単
な
る
植
林
活

動
だ
け
で
は
な
い
、
ア
ジ

ア
芸
術
祭
な
ど
文
化
交
流

イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
て
、

ア
ジ
ア
の
国
々
と
現
地
の

人
々
と
を
融
和
さ
せ
て
く

れ
る
大
切
な
か
け
橋
に

な
っ
て
い
ま
す
。　

恩
格
貝
―
緑
で
結
ば
れ
た
ア
ジ
ア
の

人
々
交
流
と
理
解
の
懸
け
橋

　

(

大
草
原
の
緑
地
化)

外
国
人
３
１
１
人
が　

中
国
永
久
居
留
権
取
得

北
京
で
５
年
間
に

内モンゴル協会では、中国政府・内蒙古自治区政府
フフホト市政府と今後協調して、大草原の砂漠化を
防ぎ、緑地化を推進して行きます。
皆様のご意見・ご指導をお待ちしています。

 2009年10月1日  大阪内モンゴル協会



先
日
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治

区
根
河
市
オ
ル
グ
ヤ
郷
で

民
間
博
物
館
―
樺
皮
文
化

博
物
館
が
成
立
し
ま
し

た
。
こ
れ
が
中
国
で
唯
一

の
樺
皮
（
白
樺
の
木
の
皮

を
使
っ
た
工
芸
文
化
）
文

化
博
物
館
で
あ
る
。
樺
皮

文
化
芸
術
品
は
内
モ
ン
ゴ

ル
自
治
区
の
ホ
ロ
ン
バ
イ

ル
地
区
で
暮
ら
す
北
方
狩

猟
民
族
で
あ
る
オ
ロ
チ
ョ

ン
族
や
ホ
ー
チ
ョ
族
な
ど

の
民
族
伝
統
文
化
で
あ

り
、
長
い
歴
史
を
持
っ
て

い
ま
す
。
 
２
０
０
７
年
、

樺
皮
工
芸
が
無
形
文
化
財

リ
ス
ト
に
登
録
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
博
物
館
で
は
、

出
土
品
や
伝
統
的
な
生
産

品
な
ど
の
30
0
点
に
わ
た

る
作
品
が
展
示
さ
れ
、
樺

皮
文
化
の
進
展
コ
ー
ス
が

詳
し
く
示
さ
れ
、
ま
た
、

北
方
狩
猟
民
族
の
絢
爛
豪

華
な
文
化
芸
術
と
独
創
性

の
あ
る
知
恵
が
現
れ
て
い

ま
す
。　

近
年
、
中
国
の
目
覚
ま
し

い
経
済
発
展
に
伴
い
、
世

界
各
国
と
の
交
流
が
盛
ん

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
国
を
訪
れ
た
各
国
の

人
々
の
頭
を
悩
ま
せ
て
い

る
一
つ
の
習
慣
は
中
国
の

「
酒
席
社
交
」
で
す
。
次

は
各
国
の
方
々
が
中
国
の

「
酒
席
社
交
」
に
つ
い
て

語
っ
た
体
験
記
録
で
す
。

 
 

　

日
本
の
或
る
市
の
市
長

が
姉
妹
都
市
で
あ
る
中
国

の
地
方
都
市
を
訪
れ
た
時

に
中
国
の
酒
文
化
に
感
心

し
な
が
ら
も
、
頭
を
悩
ま

せ
て
い
た
よ
う
で
す
。
市

長
は
「
中
国
は
さ
す
が
、

悠
久
な
文
明
を
持
つ
国
。

お
酒
を
飲
む
の
に
こ
れ
だ

け
多
く
の
作
法
が
あ
る
と

は
」
と
話
す
。
最
初
の
訪

中
に
控
え
、
市
長
は
、
あ

ら
か
じ
め
中
国
の
乾
杯
の

辞
を
勉
強
し
て
お
い
た

が
、
中
国
に
来
る
と
、
中

国
側
の
人
は
何
も
言
わ
ず

大
き
な
皿
を
市
長
の
前
に

置
い
た
。

　

お
皿
の
上
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
銘
酒
が
入
っ
た
数
十

も
の
小
さ
な
盃
が
載
っ
て

い
た
。
中
国
側
の
人
に
よ

る
と
、
こ
れ
は
「
航
空
母

艦
」
と
呼
ば
れ
る
。
市
長

は
厚
意
を
辞
退
し
が
た
く

努
力
し
て
飲
ん
だ
が
、
半

分
も
飲
ま
な
い
う
ち
に

す
っ
か
り
酔
っ
払
っ
て
し

ま
っ
た
。
2
回
目
の
訪
中

の
際
、
市
長
は
酒
席
で
大

ジ
ョ
ッ
キ
の
ビ
ー
ル
を
勧

め
ら
れ
た
。

　

お
も
し
ろ
い
こ
と
に
、

ジ
ョ
ッ
キ
の
中
に
は
小
さ

な
盃
が
あ
り
、
盃
を
取
る

と
液
体
の
ボ
ー
ル
が
 
現

れ
た
。
そ
れ
は
白
酒
だ
っ

た
。
中
国
側
の
人
は
、
こ

れ
を
「
潜
水
艇
」
と
呼
ん

で
い
る
。
市
長
は
一
気
に

飲
み
干
し
た
が
、
す
ぐ
に

酔
っ
払
っ
て
し
ま
っ
た
。

市
長
は
、
中
国
の
酒
の
勧

め
方
に
ど
う
し
て
も
慣
れ

る
こ
と
が
で
き
ず
、
中
国

で
酒
席
に
赴
く
と
き
は
い

つ
も
ど
き
ど
き
す
る
と
話

し
て
い
る
。
あ
る
米
国
人

は
最
近
、
「
企
業
の
社
会

責
任
」と
い
う
サ
イ
ト
で
、

次
の
よ
う
な
書
き
込
み
を

し
た
。
「
青
島
で
の
留
学

生
活
を
通
じ
て
、
次
の
三

つ
の
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

一
、
飲
め
な
い
こ
と
を
信

じ
て
く
れ
る
人
が
い
な
い

こ
と
。
二
、
青
島
ビ
ー
ル

を
飲
ま
な
い
こ
と
が
、
そ

の
都
市
の
軽
蔑
を
意
味
す

る
わ
け
で
な
い
と
信
じ
て

く
れ
る
青
島
人
が
い
な
い

こ
と
。
三
、
ビ
ー
ル
が
ア

ル
コ
ー
ル
飲
料
と
見
な
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
。
外
国

人
は
み
な
中
国
に
来
て
す

ぐ
に
『
乾
杯
』
を
学
ぶ
が
、

中
国
で
商
売
を
す
る
に
は

酒
が
欠
か
せ
な
い
と
い
う

こ
と
を
や
は
り
理
解
で
き

な
い
」
。
韓
国
『
朝
鮮
日

報
』
は
こ
う
評
論
す
る
。

中
国
の
公
務
の
酒
席
や
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
の
宴
会
に
お

い
て
、
酔
わ
な
い
と
い
け

な
い
と
い
う
習
慣
に
は
、

酒
が
礼
節
、
メ
ン
ツ
、
人

間
関
係
と
密
接
に
関
わ
っ

て
い
る
た
め
で
あ
る
。
中

国
社
会
で
「
関
係
」
は
非

常
に
大
切
で
あ
り
、
多
く

の
人
は
何
か
の
業
務
を
す

る
際
に
ま
ず
「
関
係
」
を

念
頭
に
入
れ
、
人
に
頼
み

ご
と
を
す
る
時
に
酒
は
絶

対
欠
か
せ
な
い
。
英
『
T

A
B
L
E
T
』
誌
は
、
「
関

係
を
築
き
上
げ
る
 
た
め

の
コ
ツ
」
と
い
う
文
章
を

掲
載
し
、
10
の
コ
ツ
を
挙

げ
た
が
、
そ
の
う
ち
の
3

つ
が
酒
と
関
係
し
て
い

る
。
そ
の
3
つ
の
コ
ツ
は

そ
れ
ぞ
れ
、
「
乾
杯
」
を

中
国
語
で
言
う
こ
と
、
酒

席
で
相
互
理
解
や
共
通
認

識
に
達
す
る
た
め
努
力
す

る
こ
と
、
白
酒
を
飲
む
と

き
に
中
国
人
に
「
豪
快
さ
」

を
買
わ
れ
る
こ
と
で
あ

る
。
米
『
ボ
ス
ト
ン　

グ

ロ
ー
ブ
』
紙
は
、
多
国
籍

企
業
の
管
理
者
に
と
っ

て
、
中
国
で
成
功
を
収
め

る
に
は
「
関
係
」
は
欠
か

せ
な
い
も
の
で
あ
る
と
し

て
い
る
。
し
か
し
、
一
部

の
西
側
の
人
は
「
中
国
の

関
係
イ
コ
ー
ル
腐
敗
、
酒

席
は
闇
取
引
の
場
」
と
い

う
見
方
を
示
し
て
お
り
、

同
紙
は
「
『
関
係
』
は
取

引
成
立
後
に
思
う
ま
ま
に

行
動
で
き
る
と
い
う
意
味

で
は
な
い
。
ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ト
ナ
ー
た
ち
は
、
西

側
の
基
準
よ
り
も
っ
と
深

厚
で
密
接
な
交
流
を
す
る

必
要
が
あ
る
と
い
う
だ
け

で
あ
る
」
と
指
摘
す
る
。

厦
門
大
学
人
文
学
院
の
周

寧
院
長
は
、
「
世
界
に
は

民
族
特
有
の
社
交
方
式
が

そ
れ
ぞ
れ
あ
る
。
西
側
が

『
カ
フ
ェ
社
交
』
で
あ
る

の
に
対
し
、
中
国
は
『
酒

席
社
交
』
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
現
在
、
酒
席
が
オ
フ

ィ
ス
の
延
長
と
な
っ
て
い

る
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。

中
国
に
は
、
公
務
と
私
事

を
は
っ
き
り
区
別
で
き
る

社
交
方
式
が
必
要
で
あ

る
」
と
話
し
て
い
る
。
 

 

 

　
北
方
狩
猟
民
族
の
知
恵

―
樺
皮
文
化
芸
術
品

中
国
の
「
酒
席
社
交
」

 少数民族｢ｴｳﾞｪﾝｷ（鄂温克）族｣

 2009年10月1日  大阪内モンゴル協会



■
京
滬
高
速
鉄
道
（
北
京

-
上
海
）
は
来
年
末
全
線

開
通
見
込
み
。
２
０
１
１

年
の
メ
ー
デ
ー
前
に
敷
設

工
事
完
了
予
定
。
シ
ス
テ

ム
の
調
整
は
テ
ス
ト
段
階

に
入
り
、
建
設
は
順
調
に

進
ん
で
い
る
。
こ
の
鉄
道

は
時
速
３
８
０
K
M
に
達

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。
（
京
華
時
報
）

■
７
月
１
日
か
ら
中
国
の

富
裕
層
の
個
人
向
け
観
光

ビ
ザ
の
解
禁
後
、
一
ヶ
月

で
１
１
３
８
人
の
中
国
人

が
日
本
側
に
申
請
書
を
提

出
し
た
。（
中
新
ネ
ッ
ト
）

■
２
０
０
９
年
大
陸
映
画

俳
優
新
規
ラ
ン
キ
ン
グ

で
、
ネ
ッ
ト
投
票
と
業
界

内
の
専
門
家
か
ら
の
意
見

で
、
上
位
５
人
の
俳
優
は
、

葛
優
（
グ
ォ
・
ヨ
ウ
）
・
姜

文（
ジ
ャ
ン
・
エ
ェ
ン
）
・

張
国
立
（
チ
ャ
ン
・
グ
ォ

リ
）
陳
道
明（
チ
ェ
ン
・
ダ

ォ
ミ
ン
）・
劉
燁（
リ
ウ
・

イ
ェ
）で
あ
る
。
面
白
い
こ

と
に
上
位
４
人
が
皆
50
歳

を
過
ぎ
、
唯
一
若
い
俳
優

劉
燁
は
5
位
と
な
っ
て
い

る
。

　

当
教
会
と
友
好
関
係
に
あ

り
ま
す
、
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
あ
か
り
ち
ん

ど
ん
」
が
内
モ
ン
ゴ
ル
で

家
畜
小
屋
を
建
設
し
ま
し

た
。
そ
の
報
告
で
す
。
中

国
・
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区

通
遼
市
モ
ド
ト
地
区
オ
ラ

ン
オ
ド
村
で
は
、
冬
季
の

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
20
度
を

超
え
る
極
寒
の
地
で
す

が
、
家
畜
の
ほ
と
ん
ど
が
、

小
屋
等
が
無
く
屋
外
に
つ

な
い
だ
状
態
で
、
凍
死
す

る
家
畜
も
数
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
あ
か
り
ち
ん

ど
ん
」
で
は
、
ち
ん
ど
ん

等
の
活
動
を
通
じ
て
、
寄

付
金
を
集
め
、
今
年
8
月

5
日
よ
り
訪
れ
、
8
月
8

日
３
棟
の
家
畜
小
屋
を
建

設
、
完
成
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

建
物
の
概
要
収
容
家
畜

数
仔
羊
５
０
０
頭
子
牛
１

０
０
頭
工
事
面
積
１
０
６

８
㎡
受
益
者
人
口　

７
０

０
人　

２
３
０
軒
総
工
費

約
１
０
０
万
円

　

財
団
法
人　

千
里
文
化
財

団
主
催
、
協
力　

国
立
民

族
博
物
館
で
万
博
記
念
公

園
の
芝
生
の
上
で
、
自
然

を
う
ま
く
使
う
モ
ン
ゴ
ル

の
人
た
ち
の
く
ら
し
を
再

現
し
た
イ
ベ
ン
ト
「
モ
ン

ゴ
ル
i
n
万
博
」
が
２
０

０
９
年
９
月
２
２
日
～
２

３
日
の
二
日
間
に
わ
た
り

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
遊
牧

民
の
お
家
―
モ
ン
ゴ
ル
の

ゲ
ル
を
建
て
て
、
モ
ン
ゴ

ル
相
撲
、
馬
頭
琴
演
奏
、

フ
ェ
ル
ト
作
り
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
内
容
を
取
込
み
、

参
加
さ
れ
た
市
民
達
に
草

原
の
く
ら
し
っ
て
ど
ん
な

の
か
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

　

■
中
国
で
３
Ｄ
映
画
館

の
建
設
ブ
ー
ム
を
迎
え
て

い
る
。
「
ア
イ
ス
・
エ
イ

ジ
３
」
は
上
映
開
始
後
２

０
日
足
ら
ず
で
、
興
行
収

入
１
億
元
を
突
破
し
、
今

年
１
０
作
目
の
１
億
元
突

破
映
画
と
な
っ
た
。
立
体

映
画
時
代
が
ま
も
な
く
中

国
で
も
到
来
す
る
。　

■
広
州
市
が
推
進
す
る

「
都
市
・
農
村
戸
籍
一
元

化
」
制
度
改
革
が
重
要
な

一
歩
を
踏
み
出
し
た
。「
農

業
戸
籍
」
と
「
非
農
業
戸

籍
」
を
取
り
消
し
、
「
広

州
住
民
戸
籍
」
と
し
て
統

一
登
記
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。

■
２
０
０
８
年
末
時
点
で

全
国
の
出
稼
ぎ
農
民
労
働

者
の
総
数
は
２
億
２
５
０

０
万
人
に
上
り
、
内
出
稼

ぎ
中
の
人
が
゛
1
億
４
０

０
０
万
人
に
上
っ
た
。

中
国
情
報

中
国
情
報

あ
れ
こ
れ

 中国高速鉄道CRH2型電車

関
係
団
体
ニ
ュ
ー
ス

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

■
あ
か
り
ち
ん
ど
ん
■

 建設中の作業

 家畜小屋建設完成

モ
ン
ゴ
ル
ｉ
ｎ
万
博

■　

千
里
文
化
財
団

 モンゴルゲルの解体作業を手伝う参加者達

 ミニ「ゲル」の前で記念写真を撮る子供達

 人気一位になった葛優

 昨年のアジアンフェアー

 2009年10月1日  大阪内モンゴル協会

皆様の情報なりご意
見・寄稿等をどしど
お寄せ下さい。

　大阪内モンゴル協会
大阪内モンゴル協会では会員登録(無料)をお願いしています。
詳しくはホームページ www.fuhbic.com/mongol/にて紹介しています。
会報の広告も承っています。
-----------------------　　　------------------------------

今年も10月17・18日にJR吹田駅前でアジアンフェアーが開催されます。
当協会も関西在住の留学生・社会人のボランティアで参加します。


